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千歳市章
　ちとせの「ち」を飛行機の形に図案化して、空港がある
臨空都市を表現すると共に、国立公園支笏湖とその連山、
豊かな大地など伸びゆく千歳の姿を描いています。

歴代市長

初代市長　山　崎　友　吉

昭和33年 ７ 月 １ 日就任
昭和34年 ４ 月29日退任

（昭和22年民選町長　 ３期就任）

４ 代市長　梅　沢　健　三

昭和62年 ４ 月27日就任
平成 ３年 ４月26日退任

２ 代市長　米　田　忠　雄

昭和34年 ４ 月30日就任
昭和50年 ３ 月22日退任

５ 代市長　東　川　　孝

平成 ３年 ４月27日就任
平成15年 ４ 月26日退任

３ 代市長　東　峰　元　次

昭和50年 ４ 月27日就任
昭和62年 ４ 月26日退任

６ 代市長　山　口　幸太郎

平成15年 ４ 月27日就任
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昭和26年の民間航空再開を記念して千歳町が作成したパンフレットに掲載された鳥瞰図。
大正から昭和にかけて活躍した鳥瞰図絵師・吉田初三郎によって描かれたもの。
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昭和30年の千歳町を描いた市街案内図。当時の街並みが詳細に描かれている。
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米空軍第 ４戦闘航空団『千歳空軍基地案内』1957
年版に掲載された基地内配置図。図の右下が市
街案内図の「弾丸道路」につながる基地入口。
駐機場北端に民航ターミナル、中央に200ビルが
描かれている。
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昭和26年頃撮影（米軍撮影）
→�写真中央の逆くの字の道路は駅前通りと支笏湖街
道　写真下の建物は旧・北海少年院（熊谷昭提供）
↓千歳川に架かる橋は仲の橋

昭和52年撮影
写真下を走る道路は国道36号

現在の市街地

市街地空撮
　人口の増加とともに市街地が拡大していく様子がよくわかる。戦後
間もない頃の市街地はごく狭いものであったが、昭和43年に人口が
６ 万人を超え、55年の鉄道高架によって市街地の分断が解消された。
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明治42年建設　村役場庁舎（現・千歳神社第一鳥居北側）

昭和33年建設　市庁舎（現・総合福祉センター位置）

平成30年建設　第 2庁舎

昭和22年建設　町役場庁舎（現・千歳神社第一鳥居南側）

昭和25年建設　町役場庁舎（東雲町 １丁目）

昭和51年建設　現・市庁舎

役場・市庁舎の変遷
　初めての役場庁舎は明治42年に室蘭街道に
面した千歳神社の入口付近に建てられた。 
　人口の増加とともに改築され、現・市庁舎
は ５ 代目にあたる。
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昭和57年　 ３棟が一体化し、千
歳空港における最終形となった
ターミナルビル　千歳空港駅間
の連絡歩道橋は55年に完成した

昭和26年（米空軍基地内）ターミナルビル正面

新千歳空港旅客ターミナルビル
半円形建物＝平成 ４年完成・国内線ビル　滑走路側建物＝平成22年完成・国際線ビル

昭和38年（民間航空専用地域）千歳空港ターミナルビル

昭和35年（航空自衛隊基地内）エプロンから見たターミナルビル

空港ターミナルビル
　昭和26年民間航空再開に伴って米空軍基地内に建設
されたターミナルビルは、38年に国鉄線・国道沿いの
民間航空専用地域に移転、55年には千歳空港駅が開業
しジェット・アンド・レールを実現させた。
　平成 ４ 年に新千歳空港国内線ターミナルビルが完成、
22年には国際線のターミナルビルも供用した。
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昭和29年 ４ 月 １ 日供用の ４代
駅舎、跨線橋ができる
（昭和30年代後期撮影）

２代駅舎（昭和20年冬撮影　ASAチトセ協会提供）
昭和21年に左側半分ほどをRTO用に改造した

３代駅舎（昭和27年撮影）
駅舎左端にRTOが設置されていた

５代高架下駅舎（昭和56年撮影）

千歳駅
　初代駅舎は海軍進出により昭和17年頃に改築した。23年に ２ 代駅舎が、28年に ３ 代
駅舎が焼失し、29年に跨線橋を備えた ４ 代駅舎が完成した。
　昭和55年に千歳線の高架化によって ５ 代駅舎が完成、平成10年にエスカレーター・
エレベーターが設置された。
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道　路
　海軍航空隊の開庁、戦後の米軍駐留
により、千歳は早い時期から幹線道路
の整備が進んでいた。
　昭和55年の国鉄千歳線の高架化によ
り街中の道路の様相が変わった。

昭和28年　弾丸道路舗装竣工・千歳橋渡り初め

昭和45年　支笏湖畔有料道路

平成 7年　中央大通

昭和33年　国道36号千歳橋付近
（ASAチトセ協会提供）

昭和54年　千歳由仁線踏切
（川北通／高架化前）
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歴史的行事
　昭和天皇が植樹をした「植樹祭」、東京
オリンピック聖火リレー、ボーイスカウト
の祭典「日本ジャンボリー」、洞爺湖サミッ
トのジュニア版「Ｊ ８ サミット」など、空
港と豊かな自然が生かされて様々な歴史的
な行事が開催されてきた。

昭和36年　植樹祭（支笏湖畔モーラップ山麓）

昭和39年　東京オリンピック聖火リレー
（ ９月10日　市内錦町を札幌に向かって走るリレー隊）

昭和49年　日本ジャンボリー（千歳原）

平成20年　Ｊ ８サミット

昭和47年　札幌冬季オリンピック
恵庭岳男子滑降コースのフィニッシュ地点
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農　業
　昔の農作業は人力と馬・牛力だった。長都
原野の開発により千歳の １ 戸平均保有耕地面
積が ４ 倍になった。
　そして祝梅スイカは甘かった。

昭和30年代の農作業

昭和38年　祝梅スイカ

昭和31年　干拓前の長都原野（米軍提供）

昭和41年　市営牧野

現在の市営牧野
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商店街
　戦後、米軍の駐留により全国から人が集まり、
その後も自衛隊が来駐して商店街には活気があふ
れた。
　平成になりバブル経済崩壊後、景気が低迷する
中でも、工夫をこらした様々な催しでかつての活
気を取り戻そうとしている。

ニューサンロードで夏祭り

現在の仲の橋通でのＹＯＳＡＫＯＩソーラン

昭和37年　友楽通の七夕飾り

昭和46年　第 1回買物公園

昭和30年頃　友楽通商店街
（現・ニューサンロード商店街）
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工業団地
　米軍の撤退による基地要員たち
の失業対策として工場誘致が進め
られ、生産都市へと転換した。現
在では11の工業・工業系業務団地
に250社を超える企業が立地して
いる。
　企業進出とともに、高等教育機
関の開学も進んでいる。

昭和50年頃の第 １から第 ３工業団地

現在の臨空工業団地（奥に泉沢向陽台住宅団地）

千歳アウトレットモール・レラを含む現在の
オフィスアルカディア地区

現在の第 １から第 ４工業団地

千歳科学技術大学

日本航空専門学校北海道千歳リハビリテーション大学
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災　害
　千歳生まれ千歳育ちの人が
辛い思い出として語るのは、
昭和29・30年の幸町大火と56
年の大雨被害。
　そして記憶に新しいのは、
平成20年の多くの車と人が埋
もれた雪害と26年の道内初と
なる大雨特別警報である。

昭和30年の大火

昭和56年の大雨災害

平成20年の大雪災害

平成26年の土石流が発生した国道453号
（札幌開発建設部提供）
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イベント
　昔、特に子どもたちにとって「まつり」
は何よりも楽しみだった。さまざまな娯
楽が生まれて、個々に楽しむ時代になっ
ても、やっぱり「まつり」はあふれるほ
どの人で賑わいをみせる。

昭和40年　千歳基地一般公開

昭和46年　第 2回市民盆踊り大会

昭和46年　第 1回千歳川まつり

現在の千歳基地航空祭

現在の市民盆踊り大会

現在の千歳川清掃
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現在のインディアン水車まつり

現在のスカイ・ビア＆ＹＯＳＡＫＯＩ祭

現在の千歳・支笏湖氷濤まつり

昭和54年　第 1回千歳川さけ祭り

平成 2年　第 1回北海道ビールまつり・イン・ちとせ

昭和54年　第 1回千歳・支笏湖氷濤まつり
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サーモンパーク
　インディアン水車の捕魚風景は
千歳の秋の風物詩となっている。
　インディアン水車に隣接してサ
ケのふるさと千歳水族館と道の駅
サーモンパーク千歳がある。サー
モンパークは一年を通して多くの
観光客、家族連れで賑わっている。

現在のインディアン水車

千歳川の自然のままの川底が見られる水中観察ゾーン

昭和39年　西越さけ捕獲採卵場

サケのふるさと千歳水族館

大水槽

道の駅　サーモンパーク千歳
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公共施設
　千歳市立病院は、昭和42年に市が
北海道立千歳病院の移管を受けたこ
とにはじまる。
　昭和37年、千歳初の本格的な文化
施設として市民会館が建設された。
現在の市民文化センターは59年、市
立図書館は63年にオープンした。

昭和44年　市立病院

現在の市民文化センター大ホール

現在の市立図書館

現在の市立千歳市民病院

昭和38年　市民会館

昭和39年　公民館図書室（市民会館 ２階）
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スポーツ
　初夏には、新緑の森を走る千歳 JAL
国際マラソン、冬は歩くスキーの大会・
ちとせホルメンコーレンマーチが毎年開
催されている。かつての千歳・日航国際
マラソンでは、市民を中心街に呼び込も
うと、千代田町のもりもと店舗前をス
タート地点とした時代もあった。

昭和37年　市営プール

現在の千歳市温水プール

ちとせホルメンコーレンマーチ

現在の千歳ＪＡＬ国際マラソン

昭和63年　千歳・日航国際マラソン
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アイヌ文化
　千歳の大地で暮らしてきたアイヌ
民族の様々な伝統文化が伝承されて
いる。
　古式舞踊は国の重要無形民俗文化
財に指定され、ユネスコ無形文化遺
産に登録されている。

マレク（鉤銛）によってサケを捕る伝統漁法

イチャルパ　先祖や死者の供養
たくさんのイナウと供物が供えられる

ホリッパ　
右に回りながら輪になって踊る

アシリチェプノミ　サケの初漁をカムイ（神）
に感謝する儀式　サンペ（心臓）を取り出しア
ペフチカムイ（火の神様）に供える
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指定文化財
　千歳市には国指定史跡 ２ カ所、
同重要文化財 ３ 件、同重要無形
民俗文化財 １ 件とともに、市指
定史跡 １ カ所、同有形文化財 ６
件、同無形文化財 ２ 件がある。

千歳神社境内釜加神社弁財天御厨子
（市指定有形文化財）
　「千歳」命名の由来が裏面に記さ
れている

山線鉄橋（市指定有形文化財）
　平成19年に経済産業省の近代化産業
遺産、30年には土木学会選奨土木遺産
にも認定された北海道最古の現役鉄橋
　明治32年にイギリスから輸入された
鉄道橋で昭和 ２年に山線の橋として支
笏湖千歳川吞口に架けられた
　現在は歩道橋

泉郷獅子舞 （市指定無形文化財）
　泉郷地区に明治29年頃から伝わる獅
子舞
　 ９月に門付けや泉郷神社で舞が披露
される　写真は「七五三の舞」
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千

歳
空
港
・
新
千
歳
空
港
は
国
内
有
数
の
国
際
空
港
と
な
り
、
工
業
団
地
の
造
成
・
企
業

の
進
出
、
増
加
を
続
け
る
人
口
な
ど
成
長
し
続
け
る
一
方
で
、
国
立
公
園
・
支
笏
湖
、

清
流
千
歳
川
の
自
然
や
ア
イ
ヌ
文
化
な
ど
は
変
わ
ら
ず
に
残
す
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

戦
後
の
歴
史
を
綴
っ
た
下
巻
は
、
上
巻
に
続
い
て
５
編
か
ら
は
じ
ま
り
、５
編
で
は

ま
ち
の
大
き
な
進
展
が
わ
か
る
行
政
概
略
史
、６
編
は
16
分
野
に
分
け
た
部
門
史
、７
編

で
は
年
表
や
人
口
の
推
移
な
ど
の
資
料
を
掲
載
す
る
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

執
筆
者
は
48
人
に
も
及
び
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
郷
土
を
知
る
地
元
の
方
々
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
担
当
分
野
を
細
分
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
資
料
収
集
・
聞
き
取
り
な
ど
よ

り
深
い
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
が
込
め
ら
れ
た
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
あ
る
千
歳
の
姿
が
、
ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
時
代
を
経
て
形
作

ら
れ
て
き
た
の
か
。
何
を
考
え
、
何
を
目
指
し
て
現
在
の
千
歳
へ
と
つ
な
が
る
の
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
映
し
だ
す
「
鏡
」
の
よ
う
に
ま
ち
の
歴
史
を
綴
る
史
書
と
し
て
、

『
新
千
歳
市
史
』
に
「
千
歳
鏡
」
と
い
う
副
題
を
添
え
ま
し
た
。

本
書
が
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
活
用
さ
れ
、
千
歳
を
知
り
、

先
人
の
想
い
を
知
る
こ
と
で
、
郷
土
・
千
歳
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
が
高
ま
る
こ
と

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
３
月

千
歳
市
長
　
山
口
　
幸
太
郎
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例
　
言
　

１　

本
書
は
上
巻
か
ら
継
続
す
る
千
歳
の
通
史
編
下
巻
で
あ
り
、
扱
う
期
間
は
第
二
次

世
界
大
戦
の
終
戦
後
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
を
目
途
と
し
た
。
な
お
、
連
続
性
の
あ

る
事
象
や
新
発
見
な
ど
で
、
特
に
必
要
な
場
合
は
終
戦
以
前
や
27
年
度
以
降
に
つ
い

て
も
記
述
し
た
。

２　

文
章
の
体
裁
な
ど
は
次
の
諸
項
に
よ
っ
た
。

（
１
） 

数
字
は
漢
数
字
の
入
っ
た
熟
語
な
ど
を
除
き
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
用
い
た
。

（
２
）
年
代
表
記
は
和
暦
を
用
い
、
必
要
に
応
じ
て
西
暦
を
（ 　

）
内
に
示
し
た
。

同
一
年
号
が
連
続
す
る
場
合
は
年
号
を
省
略
し
た
。
月
日
は
明
治
５
年
12
月

２
日
ま
で
は
旧
暦
、６
年
１
月
１
日
（
旧
暦
５
年
12
月
３
日
）
か
ら
は
新
暦

に
よ
る
。
な
お
、
平
成
は
31
年
４
月
30
日
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
西
暦

の
み
で
表
記
し
た
。

（
３
）
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。
た
だ
し
固
有
名
詞
、
歴
史
的

用
語
、
専
門
用
語
な
ど
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
こ
の
原
則
に
よ
ら
ず
、
難
読

と
思
わ
れ
る
用
語
に
は
ふ
り
が
な
を
付
し
た
。

（
４
）
ひ
ら
が
な
は
「
現
代
仮
名
遣
い
」
を
基
本
に
用
い
た
。

（
５
）
単
位
の
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
㌔
」
に
省
略
し
た
。

（
６
）
写
真
や
図
表
は
章
ご
と
の
通
番
と
し
た
。

（
７
） 

本
文
中
の
敬
称
は
省
略
し
た
。た
だ
し
、
天
皇
、
皇
族
は「
陛
下
」、「
殿
下
」

を
付
し
、
故
人
と
な
っ
た
天
皇
、
皇
族
に
は
付
し
て
い
な
い
。

（
８
）
戸
長
役
場
の
開
庁
記
念
行
事
名
称
等
に
用
い
て
い
た
「
開
基
」
に
代
わ
り
、

平
成
９
年
か
ら
「
開
庁
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
で
は
そ
れ
以
前
の

行
事
や
事
業
の
名
称
は
「
開
基
」
の
ま
ま
表
記
し
た
。

３　

資
料
等
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
次
の
諸
項
に
よ
っ
た
。

（
１
）
記
述
の
中
で
引
用
文
を
付
記
す
る
場
合
は
「　

  

」
で
括
る
か
、
長
文
の

場
合
は
改
行
し
行
頭
を
下
げ
、
文
字
を
小
さ
く
し
て
記
載
し
た
。

（
２
）
引
用
元
は
本
文
中
に
記
述
す
る
か
著
者
と
発
行
年
も
し
く
は
文
献
名
の
み

を
（　
　

）
内
に
示
し
た
。

（
３
） 

引
用
文
中
に
現
在
で
は
不
適
切
と
判
断
さ
れ
る
文
言
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、

当
時
の
世
相
や
時
代
背
景
を
示
す
も
の
と
し
て
原
文
の
ま
ま
記
載
し
た
。

（
４
）
引
用
文
中
の
誤
字
脱
字
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
訂
正
し
て
い
な
い
。
引
用

者
が
説
明
や
強
調
の
た
め
に
傍
線
や
傍
点
を
付
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

４　

千
歳
市
が
作
成
発
刊
し
た
市
史
の
書
名
を
次
の
よ
う
に
省
略
し
使
用
し
た
。

　
『
千
歳
市
史
』（
昭
和
44
年
刊
）
→
『
市
史
』

　
『
増
補
千
歳
市
史
』（
昭
和
58
年
刊
）
→
『
増
補
』

　
『
新
千
歳
市
史　

通
史
編 

上
巻
』（
平
成
22
年
刊
）
→
『
新
市
史
（
上
）』

５　

参
考
に
し
た
文
献
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
は
各
項
末
ま
た
は
各
節
末
に
記
載
し
た
。

６　

本
書
の
編
さ
ん
事
業
に
際
し
左
記
の
機
関
、
団
体
、
個
人
等
に
資
料
や
情
報
の
提

供
な
ど
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

（
１
）
機
関
等　

Ａ
Ｓ
Ａ
チ
ト
セ
協
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
歳
支
局
、
朝
日
新
聞
社
千
歳

支
局
、
井
坂
商
会
、
尾
谷
内
科
、
環
境
省
支
笏
湖
自
然
保
護
官
事
務
所
、
環

境
省
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
管
理
事
務
所
、
航
空
自
衛
隊
、
国
土
交
通
省
北
海

道
開
発
局
札
幌
開
発
建
設
部
千
歳
道
路
事
務
所
、
千
正
寺
、
自
衛
隊
札
幌
地

方
協
力
本
部
、
第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
千
歳
航
空
基
地
、
樽
前
山
神
社
、

千
恵
公
益
社
、
千
歳
ア
イ
ヌ
協
会
、
千
歳
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
保
存
会
、
千
歳

医
師
会
、
千
歳
桂
病
院
、
千
歳
観
光
連
盟
、
千
歳
警
察
署
、
千
歳
工
業
ク
ラ

ブ
、
千
歳
公
共
職
業
安
定
所
、
千
歳
山
岳
会
、
千
歳
商
工
会
議
所
、
千
歳
市

商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
、
千
歳
社
交
飲
食
組
合
、
千
歳
市
森
林
組
合
、
千
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歳
市
立
末
広
小
学
校
、
千
歳
神
社
、
千
歳
相
互
観
光
バ
ス
、
千
歳
第
一
病
院
、

千
歳
地
区
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
協
同
組
合
、
千
歳
病
院
、
千
歳
豊
友
会
病
院
、
千

歳
民
報
社
、
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構
三
沢
支
部
、
道
央
農
業
協
同

組
合
千
歳
営
農
セ
ン
タ
ー
、
苫
小
牧
観
光
協
会
、
苫
小
牧
山
岳
会
、
苫
小
牧

市
産
業
経
済
部
産
業
振
興
室
、
苫
小
牧
市
美
術
博
物
館
、
苫
小
牧
信
用
金
庫

千
歳
支
店
、
日
本
航
空
専
門
学
校
、
日
本
郵
便
北
海
道
支
社
、
北
央
信
用
組

合
千
歳
支
店
、
北
星
病
院
、
北
門
信
用
金
庫
千
歳
支
店
、
北
洋
銀
行
千
歳
中

央
支
店
、
北
海
少
年
院
、
北
海
道
ガ
ス
千
歳
支
店
、
北
海
道
銀
行
千
歳
支
店
、

北
海
道
空
港
、
北
海
道
新
聞
千
歳
支
局
、
北
海
道
信
用
金
庫
千
歳
支
店
、
北

海
道
空
知
総
合
振
興
局
札
幌
管
理
建
設
部
千
歳
出
張
所
、
北
海
道
千
歳
高
等

学
校
、
北
海
道
千
歳
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
、
北
海
道
中
央
バ
ス
、
北

海
道
千
歳
北
陽
高
等
学
校
、
北
海
道
農
政
事
務
所
、
北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
協
会
、

北
海
道
旅
客
鉄
道
千
歳
駅
、
北
海
道
労
働
金
庫
千
歳
支
店
、
毎
日
新
聞
社
北

海
道
報
道
部
千
歳
、
み
な
み
北
海
道
農
業
共
済
組
合
石
狩
支
所
南
部
家
畜
診

療
セ
ン
タ
ー
、
読
売
新
聞
社
千
歳
通
信
部
、
陸
上
自
衛
隊

（
２
）
個
人　

泉
田
健
一
、
岩
本
秀
之
、
内
山
幸
二
、
大
島
仁
、
小
野
寺
正
利
、

萱
場
利
通
、
木
田
橋
幸
子
、
木
谷
美
次
、
熊
谷
昭
、
小
泉
弥
吉
、
幸
田
恒
弘
、

小
林
和
子
、
小
林
典
幸
、
佐
伯
邦
昭
、
坂
野
春
雄
、
佐
々
木
信
雄
、
佐
々
木

博
司
、
佐
々
木
美
津
子
、
佐
藤
進
、
三
溝
邦
雄
、
高
梨
政
雄
、
高
橋
貞
敏
、

竹
田
勇
、
田
代
恵
治
、
千
葉
信
一
、
戸
田
肇
、
中
居
雅
和
、
中
川
一
昌
、
新

沼
友
啓
、
西
牧
清
、
畠
山
克
則
、
浜
頭
孝
一
、
板
東
け
ん
一
、
福
士
国
治
、

藤
田
重
治
、
増
井
時
治
、
宮
坂
省
吾
、
山
内
智
士
、
山
口
良
二
、
若
松
幹
男
、

和
田
明
彦
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第
５
編　

戦
後
の
行
政

第
１
章　

行
政
と
議
会

第
１
節　

占
領
と
復
興
の
時
代
（
昭
和
20
～
30
年
）

第
１
項　

道
内
外
の
政
治
・
経
済
情
勢
と
千
歳
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3

終
戦
と
戦
後
処
理
／
守
ら
れ
た
千
歳
飛
行
場
／
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
戦
後
改

革
と
日
本
国
憲
法
／
過
去
の
清
算
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
／
朝
鮮

戦
争
と
千
歳
／
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
兵
第
45
師
団
／
米
軍
基
地
要
員
の

解
雇
／
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
／
新
た
な
出
発

第
２
項　

千
歳
の
行
政
等
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8

地
方
自
治
の
民
主
化
と
町
政
／
初
の
民
選
選
挙
／
千
歳
町
総
合
開

発
計
画
／
湖
畔
・
東
部
支
所
の
開
設
／
選
挙
管
理
委
員
会
／
千
歳

町
警
察
の
設
置
と
廃
止
／
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
指
定
／
開
町
70
周

年
記
念
行
事
／
町
役
場
庁
舎
移
転
／
広
報
事
業
の
開
始
と
駐
在
員

制
度
／
美
笛
支
所
開
設
／
町
章
の
制
定
／
昭
和
天
皇
の
戦
後
巡
幸

／
占
領
と
復
興
の
時
代
の
財
政

第
２
節　

高
度
経
済
成
長
の
時
代
（
昭
和
30
～
48
年
）

第
１
項　

道
内
外
の
政
治
・
経
済
情
勢
と
千
歳
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

高
度
経
済
成
長
／
新
し
い
指
導
者
の
登
場
／
所
得
倍
増
計
画
／
流

通
革
命
／
東
西
冷
戦
／
重
化
学
工
業
の
時
代
へ
／
民
間
空
港
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
／
か
げ
る
経
済
情
勢
／
米
軍
基
地
の
閉
鎖
／
変
動

相
場
制
へ
の
移
行
／
中
流
意
識
の
形
成
と
そ
の
崩
壊

第
２
項　

千
歳
の
行
政
等
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
25

市
政
へ
の
準
備
と
施
行
／
山
崎
町
長
市
長
就
任
／
市
役
所
の
機
構

改
革
／
市
営
ガ
ス
事
業
開
始
／
二
基
地
土
地
訴
訟
／
第
２
代
市
長

米
田
忠
雄
／
開
基
80
周
年
記
念
事
業
／
旧
犬
上
牧
場
訴
訟
／
植
樹

祭
と
行
幸
啓
／
市
議
会
リ
コ
ー
ル
問
題
／
千
歳
市
総
合
建
設
計
画

／
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
／
工
業
団
地
造
成
の
端
緒
／

長
都
原
野
の
干
拓
／
清
く
明
る
く
正
し
い
選
挙
都
市
宣
言
／
ア
ン

カ
レ
ジ
市
と
姉
妹
都
市
提
携
／
開
基
90
周
年
記
念
行
事
と
『
千
歳

市
史
』
の
刊
行
／
江
別
市
有
林
買
収
／
千
歳
市
第
２
期
総
合
開
発

計
画
／
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
恵
庭
岳
滑
降
競
技
／
高
度
経
済
成
長

の
時
代
の
財
政

第
３
節　

安
定
成
長
と
バ
ブ
ル
の
時
代
（
昭
和
48
～
平
成
３
年
）

第
１
項　

道
内
外
の
政
治
・
経
済
情
勢
と
千
歳
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
52

移
り
変
わ
る
千
歳
の
町
／
低
成
長
時
代
へ
の
転
換
／
経
済
大
国
へ

の
道
／
プ
ラ
ザ
合
意
と
バ
ブ
ル
／
日
米
構
造
協
議
／
冷
戦
か
ら
地

域
紛
争
／
全
総
と
国
土
開
発
／
ル
ー
ブ
ル
合
意
／
円
高
と
バ
ブ
ル

の
崩
壊

第
２
項　

千
歳
の
行
政
等
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
57

新
千
歳
市
史 

通
史
編 

下
巻

目

次

口　

絵

発
刊
に
あ
た
っ
て　
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…

千
歳
市
長　

山
口　

幸
太
郎

例　

言
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千
歳
原
・
第
６
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
／
人
口
６
万
人
突
破
／
千

歳
市
・
恵
庭
市
境
界
問
題
解
決
／
第
３
代
市
長
東
峰
元
次
／
米
軍

千
歳
基
地
完
全
閉
鎖
／
市
庁
舎
新
築
移
転
／
千
歳
鉱
山
職
住
分
離

と
美
笛
支
所
閉
鎖
／
道
央
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
／
泉
沢
開
発
／
開
基

１
０
０
年
記
念
行
事
と
関
連
事
業
／
国
鉄
千
歳
線
高
架
供
用
／
中

心
市
街
地
の
再
開
発
／
千
歳
市
第
３
期
総
合
開
発
計
画
／
台
風

12
・
15
号
と
前
線
に
よ
る
大
雨
／
千
歳
市
・
長
沼
町
境
界
確
認
調

印
／
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
の
設
置
と
東
部
支
所
の
移
設
／
人
口

７
万
人
突
破
／
住
民
基
本
台
帳
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
導
入
／
第

４
代
市
長
梅
沢
健
三
／
戸
長
役
場
開
庁
１
１
０
年
記
念
式
・
開
基

１
１
０
年
記
念
式
典
／
北
海
道
航
空
宇
宙
博
覧
会
／
ち
と
せ
’89
先

端
産
業
展
／
千
歳
市
第
４
期
総
合
計
画
／
市
役
所
庁
舎
等
土
曜
閉

庁
制
実
施
／
人
口
８
万
人
突
破
／
安
定
成
長
と
バ
ブ
ル
の
時
代
の

財
政

第
４
節　

失
わ
れ
た
20
年
の
時
代
（
平
成
３
～
26
年
）

第
１
項　

道
内
外
の
政
治
・
経
済
情
勢
と
千
歳
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
93

失
わ
れ
た
20
年
／
新
千
歳
空
港
／
細
川
改
革
／
後
手
に
回
る
景
気

対
策
／
拓
銀
の
破
綻
／
村
山
政
権
と
戦
後
／
小
泉
純
一
郎
の
構
造

改
革
／
円
高
と
の
闘
い
／
地
域
の
活
性
化
／
変
わ
り
行
く
自
衛
隊

第
２
項　

千
歳
の
行
政
等
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
98

第
５
代
市
長
東
川
孝
／
美
々
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
国
連
フ
ォ
ー
ラ
ム

／
情
報
公
開
制
度
／
総
合
武
道
館
落
成
／
新
千
歳
空
港
24
時
間
運

用
住
民
合
意
／
指
宿
市
と
姉
妹
都
市
提
携
／
千
歳
サ
ケ
の
ふ
る
さ

と
館
／
千
歳
命
名
１
９
０
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
東
京
事
務
所
／
向

陽
台
支
所
／
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
／
窓
口
業
務
の
拡

大
／
行
政
改
革
・
民
間
委
託
の
推
進
／
千
歳
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
／
千
歳
川
放
水
路
計
画
の
中
止
／
千
歳
命
名

１
９
５
年
・
戸
長
役
場
開
庁
１
２
０
年
記
念
式
典
／
千
歳
市
新
長

期
総
合
計
画
／
市
民
病
院
の
開
院
／
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１（
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
認
証
取
得
／
循
環
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
運
行
／
東
京
千
歳
会
の
誕
生
／
人
口
９
万
人
突
破
／
第
６
代

市
長
山
口
幸
太
郎
／
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
／
第
４
次
行
政
改

革
で
の
指
定
管
理
者
制
度
な
ど
民
間
活
力
の
導
入
／
住
民
参
加
型

市
場
公
募
債
／
家
庭
ご
み
の
有
料
化
／
天
皇
皇
后
両
陛
下
サ
ケ
の

ふ
る
さ
と
館
視
察
／
在
日
米
軍
再
編
に
伴
う
千
歳
基
地
へ
の
訓
練

移
転
／
収
入
役
の
廃
止
と
副
市
長
の
誕
生
／
暴
風
雪
害
自
衛
隊
へ

の
派
遣
要
請
／
Ｊ
８
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０
８
千
歳
支
笏
湖
／
市
制
施

行
50
周
年
記
念
行
事
・『
新
千
歳
市
史
通
史
編
上
巻
』
刊
行
／
戸
長

役
場
開
庁
１
３
０
年
・
千
歳
命
名
２
０
５
年
記
念
事
業
／
千
歳
市

第
６
期
総
合
計
画
／
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
／
大
雨
特
別
警

報
・
避
難
勧
告
発
令
／
失
わ
れ
た
20
年
の
時
代
の
財
政

第
５
節　

選　

挙

第
１
項　

投
開
票
の
変
遷
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
138

投
票
所
の
変
遷
／
開
票
の
変
遷

第
２
項　

町
長
・
市
長
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
140

町
長
／
市
長

第
３
項　

町
議
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
142

終
戦
直
後
の
町
会
議
員
／
昭
和
22
年
町
会
議
員
選
挙
／
昭
和
26
年

町
議
会
議
員
選
挙
／
昭
和
30
年
町
議
会
議
員
選
挙

第
４
項　

市
議
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
143
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昭
和
34
年
市
議
会
議
員
選
挙
／
リ
コ
ー
ル
／
昭
和
36
年
市
議
会
議

員
選
挙
／
昭
和
40
年
市
議
会
議
員
選
挙
／
昭
和
44
年
市
議
会
議
員

選
挙
／
昭
和
48
年
市
議
会
議
員
選
挙
／
昭
和
52
年
市
議
会
議
員
選

挙
／
昭
和
56
年
市
議
会
議
員
選
挙
／
昭
和
60
年
市
議
会
議
員
選
挙

／
平
成
元
年
市
議
会
議
員
選
挙
／
平
成
５
年
市
議
会
議
員
選
挙
／

平
成
６
年
市
議
会
補
欠
選
挙
／
平
成
９
年
市
議
会
議
員
選
挙
／
平

成
13
年
市
議
会
議
員
選
挙
／
平
成
17
年
市
議
会
議
員
選
挙
／
平
成

21
年
市
議
会
議
員
選
挙
／
平
成
25
年
市
議
会
議
員
選
挙

第
５
項　

議
会
改
革
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
151

議
員
定
数
削
減
／
議
員
報
酬
・
政
務
活
動
費
／
開
か
れ
た
議
会
と

議
会
運
営
の
効
率
化
／
補
助
金
交
付
団
体
等
の
役
員
就
任
辞
退
／

議
会
改
革
推
進
プ
ラ
ン

第
６
項　

道
議
会
・
国
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
155

北
海
道
議
会
千
歳
市
選
出
議
員
／
衆
議
院
北
海
道
１
区
・
５
区
選

出
議
員

第
６
節　

ま
ち
の
伸
展
に
貢
献
し
た
人
々

第
１
項　

名
誉
市
民
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
157

名
誉
町
民
の
設
置
と
功
績

第
６
編　

部
門
史

第
１
章　

農
林
水
産

第
１
節　

戦
後
開
拓
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

163

戦
後
の
農
地
改
革
／
戦
後
開
拓
／
作
物
報
告
事
務
所
／
農
業
委
員

会
の
発
足

第
２
節　

農
業
協
同
組
合

第
１
項　

農
協
の
設
立
と
統
合
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
168

農
業
協
同
組
合
法
の
制
定
／
総
合
組
合
の
設
立
／
そ
の
他
組
合
の

設
立

第
２
項　

市
農
協
の
設
立
、
３
農
協
の
動
き
（
昭
和
期
）……
…
…
…
…
…
170

千
歳
町
農
協
の
休
眠
／
千
歳
農
業
協
同
組
合
の
設
立
（
Ｓ
34
～
千

歳
市
農
協
）
／
市
・
東
千
歳
・
市
開
拓
３
農
協
の
動
き

第
３
項　

農
協
の
再
編
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
173

千
歳
市
農
協
と
東
千
歳
農
協
の
合
併
／
新
生
千
歳
市
農
業
協
同
組

合
発
足
／
道
央
農
業
協
同
組
合
発
足
／
千
歳
市
駒
里
農
業
協
同
組

合
と
千
歳
駒
そ
ば
／
千
歳
市
開
拓
農
業
協
同
組
合
の
解
散

第
３
節　

稲
作
・
畑
作

第
１
項　

国
の
施
策
と
市
内
農
業
の
振
興
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
176

国
の
施
策
／
千
歳
の
農
業
振
興

第
２
項　

水　

稲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
180

戦
後
の
作
付
品
種
と
作
業
の
機
械
化
／
米
の
生
産
調
整
／
最
近
の

市
内
米
事
情

第
３
項　

小　

麦
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
182

第
４
項　

豆　

類
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
183

第
５
項　

て
ん
菜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
184

第
６
項　

野
菜
・
果
樹
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
186

市
内
の
野
菜
作
付
面
積
の
推
移
／
馬
鈴
薯
／
ハ
ス
カ
ッ
プ

第
７
項　

薬
用
作
物
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
190

第
８
項　

企
業
に
よ
る
農
業
経
営
と
生
産
委
託　
……
…
…
…
…
…
…
…
…
191

ト
マ
ト
の
大
規
模
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
／
キ
ュ
ー
サ
イ
フ
ァ
ー
ム
千
歳
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と
の
契
約
栽
培

第
４
節　

畜　

産

第
１
項　

馬
産
・
軽
種
馬
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
193

第
２
項　

酪
農
・
肉
用
牛
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
194

酪
農
／
肉
用
牛
／
市
営
牧
野

第
３
項　

養　

豚
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
200

第
４
項　

養　

鶏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
201

第
５
項　

市
営
「
と
畜
場
」・
食
肉
処
理
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
203

千
歳
と
畜
場
／
市
営
食
肉
処
理
セ
ン
タ
ー

第
６
項　

畜
産
防
疫
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
205

家
畜
法
定
伝
染
病
／
豚
コ
レ
ラ
／
牛
（
鼻
気
管
炎
・
口
蹄
疫
・
狂

牛
病
）
／
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
／
千
歳
市
家
畜
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
石

狩
南
部
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
）

第
５
節　

耕　

地

第
１
項　

長
都
地
区
の
開
発
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
209

長
都
沼
・
馬
追
沼
の
干
拓
／
総
合
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
南
長
都

地
区
＝
泉
郷
・
中
央
）
／
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
（
中
央
長
都
地

区
）
／
国
営
総
合
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
ネ
シ
コ
シ
地
区
＝
根
志

越
・
中
央
・
祝
梅
・
泉
郷
）

第
２
項　

農
業
基
盤
整
備
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
211

町
や
農
業
団
体
に
よ
る
耕
土
改
良
／
釜
加
・
中
長
都
・
長
都
地
区

／
東
千
歳
地
区
／
根
志
越
・
都
地
区
／
泉
郷
地
区
／
駒
里
地
区
／

農
道
整
備
／
南
長
沼
用
水
路
頭
首
工
移
設
問
題
な
ど

第
３
項　

千
歳
川
放
水
路
計
画
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
217

第
６
節　

農
業
の
諸
相
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

219

農
村
集
団
自
動
電
話
開
通
／
千
歳
地
区
農
協
同
報
無
線
／
観
光
牧

場
・
農
園
／
千
産
千
消
の
取
り
組
み
／
駒
里
地
域
農
村
再
生
特
区

／
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
／
道
央
農
業
振
興
公
社
／
農
業
従
事

者
と
耕
地
面
積
の
推
移
／
農
業
産
出
額
（
農
業
粗
生
産
額
）
の
推

移

第
７
節　

林　

業

第
１
項　

国
有
林
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
226

御
料
林
の
編
入
／
千
歳
、
支
笏
森
林
事
務
所
の
沿
革
と
森
林
施
業

／
第
12
回
植
樹
祭
と
前
後
の
諸
相

第
２
項　

民
有
林
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
233

千
歳
市
森
林
組
合
／
森
林
愛
護
組
合
／
森
林
の
現
状
と
森
林
整
備

第
８
節　

水
産
業

第
１
項　

さ
け
・
ま
す
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
235

千
歳
川
さ
け
・
ま
す
ふ
化
事
業
の
変
遷
／
千
歳
川
の
サ
ケ
捕
獲
数

推
移

第
２
項　

ヒ
メ
マ
ス
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
239

支
笏
湖
ヒ
メ
マ
ス
ふ
化
事
業
の
変
遷
／
泉
沢
養
魚
場
／
ヒ
メ
マ
ス

移
植
１
０
０
年
／
ヒ
メ
マ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
３
項　

民
間
の
水
産
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
243

千
歳
川
の
真
珠
養
殖
／
ニ
ジ
マ
ス
の
養
殖

第
２
章　

鉱
工
業

第
１
節　

鉱　

業

第
１
項　

千
歳
鉱
山
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
247

新千歳市史（通史編下巻）.indb   4 2019/02/15   20:00:00



戦
後
の
千
歳
鉱
業
所
／
職
住
分
離
と
休
山

第
２
項　

地
下
資
源
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
250

石
炭
／
天
然
ガ
ス
／
砂
利

第
２
節　

工　

業

第
１
項　

北
信
濃
工
業
団
地
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
253

市
営
工
業
団
地
の
発
端
と
造
成
／
製
造
業
誘
致
の
始
ま
り
／
企
業

誘
致
と
進
出
企
業
／
第
３
工
業
団
地
と
隣
接
工
専
地
域
／
千
歳
の

工
業
（
昭
和
50
年
）
／
工
場
緑
化
／
工
業
再
配
置
促
進
法
／
工
業

団
地
名
称
変
更
／
第
４
工
業
団
地

第
２
項　

千
歳
臨
空
工
業
団
地
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
267

千
歳
臨
空
工
業
団
地
の
開
発
／
企
業
誘
致
／
千
歳
サ
イ
エ
ン
ス
パ

ー
ク

第
３
項　

工
業
都
市
と
し
て
の
発
展
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
271

道
央
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
と
地
方
拠
点
都
市
地
域
／
千
歳
美
々
ワ
ー
ル

ド
の
分
譲
と
企
業
誘
致
／
工
業
系
業
務
団
地
／
土
地
リ
ー
ス
制
度

等
の
新
た
な
取
組
／
新
千
歳
空
港
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
／

千
歳
市
の
工
業
団
地
の
特
徴
／
製
造
品
出
荷
額
等
の
推
移
／
千
歳

工
業
ク
ラ
ブ

第
３
章　

商
業
・
金
融

第
１
節　

商　

業

第
１
項　

経
済
の
混
乱
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
284

物
価
統
制
令
・
物
価
監
視
員

第
２
項　

商
業
団
体
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
285

商
業
組
合
か
ら
商
業
協
同
組
合
へ
／
千
歳
商
工
会
／
千
歳
商
工
会

議
所

第
３
項　

消
費
者
団
体
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
288

千
歳
市
消
費
者
協
会

第
４
項　

通
り
の
商
店
街
と
大
型
店
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
290

各
商
店
街
の
法
人
化
／
千
歳
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
の
設
立

／
中
心
街
Ｃ
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
／
錦
町
・
幸
町
地
区
市
街

地
再
開
発
事
業
／
ニ
ュ
ー
サ
ン
ロ
ー
ド
・
ア
ー
ケ
ー
ド
／
大
規
模

小
売
店
舗
（
大
型
店
）
の
進
出
／
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
台

頭
／
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
地
下
駐
車
場
・
地
下
連
絡
通
路
／
商
業
活

性
化
事
業

第
５
項　

そ
の
他
の
商
業
施
設
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
306

千
歳
ワ
ー
ル
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
プ
レ
イ
ス
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
／
千
歳
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
・
レ
ラ
／
千
歳
駅
前
大
型
商
業
施
設
「
ペ
ウ
レ

千
歳
」

第
６
項　

飲
食
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
309

市
内
飲
食
業
の
推
移

第
７
項　

卸
売
市
場
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
312

非
公
認
民
営
市
場
に
よ
る
生
鮮
食
料
品
流
通
／
商
工
会
議
所
に
よ

る
卸
売
市
場
運
営
会
社
の
設
立
／
丸
市
市
場
に
よ
る
生
鮮
食
料
品

流
通
／
市
場
一
元
化
の
動
き
／
卸
売
市
場
法
に
基
づ
く
公
設
地
方

卸
売
市
場
の
開
設
／
売
上
高
の
低
迷
に
よ
る
卸
売
業
者
の
交
替
／

岐
路
に
立
つ
卸
売
市
場

第
２
節　

金　

融
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

317

北
海
道
拓
殖
銀
行
／
北
洋
銀
行
／
札
幌
銀
行
／
北
海
道
銀
行
／
札

幌
信
用
金
庫
／
苫
小
牧
信
用
金
庫
／
北
門
信
用
金
庫
／
北
央
信
用
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組
合
／
北
海
道
労
働
金
庫
／
千
歳
信
用
組
合

第
４
章　

観　

光

第
１
節　

支
笏
湖

第
１
項　

国
立
公
園
支
笏
湖
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
323

国
立
公
園
指
定
と
公
園
計
画
／
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
指
定
50
周
年

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
「
赤
い
三
角
屋
根
」
／
国

民
休
暇
村
／
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
倶
楽
部
別
邸
／
支
笏
湖
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー

第
２
項　

支
笏
湖
の
自
然
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
331

ピ
ス
ン
モ
ラ
ッ
プ
山
と
キ
ム
ン
モ
ラ
ッ
プ
山
／
紋
別
岳
／
風
不
死

岳
／
恵
庭
岳
／
樽
前
山
／
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
／
巨
木
の
森
と
美
笛
の

滝
／
苔
の
洞
門
／
支
笏
湖
地
域
の
ヒ
グ
マ

第
３
項　

支
笏
湖
の
観
光
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
341

山
線
鉄
橋
／
王
子
製
紙
千
歳
川
第
一
発
電
所
／
遊
覧
船
／
ヒ
メ
マ

ス
釣
り
／
湖
畔
商
店
街
／
野
営
場
／
ま
つ
り

第
４
項　

支
笏
湖
の
温
泉
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
353

温
泉
開
発
／
ホ
テ
ル
・
旅
館

第
２
節　

観
光
一
般

第
１
項　

千
歳
の
観
光
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
358

観
光
誘
致
の
振
興
／
サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
千
歳
水
族
館
と
サ
ー
モ
ン

パ
ー
ク
／
観
光
客
入
込
動
向

第
２
項　

観
光
連
盟
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
362

千
歳
観
光
協
会
・
千
歳
観
光
連
盟
／
千
歳
音
頭
／
千
歳
音
頭
の
歌

詞
の
不
思
議

第
３
項　

市
街
の
宿
泊
施
設
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
365

旅
館
・
ホ
テ
ル

第
４
項　

各
種
行
事
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
366

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
水
車
ま
つ
り
／
空
港
ま
つ
り
／
北
海
道
ビ
ー
ル
ま

つ
り
・
イ
ン
・
ち
と
せ
／
駐
屯
地
・
基
地
一
般
開
放
／
工
場
開
放

／
観
光
物
産
（
観
光
連
盟
推
奨
品
）

第
５
章　

交
通
・
通
信

第
１
節　

飛
行
場
・
空
港

第
１
項　

基
地
内
タ
ー
ミ
ナ
ル
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
372

敗
戦
直
後
の
定
期
航
空
と
航
空
禁
止
令
／
民
間
航
空
再
開
に
向
け

て
／
民
間
航
空
再
開
／
基
地
内
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
時
代
／
日
航
機
連

山
滑
走
路
着
陸
／
航
空
政
策
（
昭
和
37
年
）
／
千
歳
航
空
協
会
と

航
空
少
年
団

第
２
項　

千
歳
空
港
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
385

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
／
「
45
・
47
体
制
」
下
の
千
歳
／
航
空
貨
物
／

国
際
空
港
・
千
歳
か
ら
世
界
へ

第
３
項　

新
千
歳
空
港
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
397

新
空
港
の
建
設
運
動
／
新
千
歳
空
港
開
港
／
新
管
制
塔
運
用
開
始

／
国
際
エ
ア
カ
ー
ゴ
基
地
構
想
／
24
時
間
運
用
／
第
２
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
問
題
と
滑
走
路
延
長
合
意
の
白
紙
撤
回
／
新
千
歳
空
港
旅

客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
建
設
／
Ｂ
滑
走
路
の
建
設
／
気
象
庁
ド
ッ

プ
ラ
ー
レ
ー
ダ
ー
／
旧
共
産
圏
か
ら
の
乗
り
入
れ
緩
和
／
国
際
タ

ー
ミ
ナ
ル
エ
リ
ア
の
拡
充
と
新
ビ
ル
建
設
／
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
／
乗
降
客
数
の
推
移
と
就
航
路
線
の
沿
革
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／
貨
物
取
扱
量
の
推
移
／
国
内
航
空
会
社
の
推
移
と
格
安
航
空
会

社
の
参
入
／
新
千
歳
空
港
の
特
徴
／
千
歳
飛
行
場
を
造
っ
た
村
民

顕
彰
の
碑
と
空
港
公
園

第
２
節　

鉄　

道

第
１
項　

千
歳
線
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
418

Ｒ
Ｔ
Ｏ
の
時
代
／
昭
和
20
年
代
の
千
歳
線
／
千
歳
駅
全
焼
／
白
紙

改
正
と
本
線
化
（
昭
和
30
年
代
）
／
千
歳
市
内
専
用
線
／
長
都
駅

開
業
／
札
幌
駅
０
番
ホ
ー
ム
／
線
路
移
設
と
複
線
化
（
昭
和
40
年

代
）
／
鉄
道
高
架
・
電
化
の
建
設

第
２
項　

石
勝
線
建
設
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
430

南
部
横
断
線
の
胎
動
／
追
分
線
起
点
問
題
／
石
勝
線
の
建
設
／
石

勝
線
開
業

第
３
項　

空
港
連
絡
鉄
道
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
436

千
歳
空
港
駅
開
業
／
快
速
列
車
の
運
行
／
超
電
導
リ
ニ
ア
モ
ー
タ

ー
カ
ー
／
市
内
駅
の
諸
相

第
３
節　

道　

路

第
１
項　

戦
後
初
期
の
道
路
行
政
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
443

戦
後
初
期
の
道
路
の
整
備
／
札
幌
開
発
建
設
部
千
歳
道
路
事
務
所

／
空
知
総
合
振
興
局
札
幌
建
設
管
理
部
（
旧
札
幌
土
木
現
業
所
）

千
歳
出
張
所

第
２
項　

主
要
幹
線
の
整
備
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
444

国
道
36
号
（
弾
丸
道
路
）
／
市
街
地
の
舗
装
（
昭
和
30
年
代
）
／

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
到
来
と
舗
装
（
昭
和
40
年
代
）
／

千
歳
方
式
簡
易
舗
装
（
昭
和
50
年
代
）
／
近
年
の
道
路
舗
装
と
課

題
／
恵
千
バ
イ
パ
ス
（
千
歳
バ
イ
パ
ス
）
／
国
道
４
５
３
号
／
国

道
２
７
６
号
（
支
笏
国
道
・
美
笛
峠
新
ル
ー
ト
）
／
道
道
16
号
支

笏
湖
公
園
線
／
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
／
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ

イ
／
主
要
市
道
の
推
移
／
道
央
圏
連
絡
道
路
／
道
央
自
動
車
道
／

新
千
歳
空
港
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
道
道
新
千
歳
空
港
イ
ン
タ
ー

線
）
／
道
東
自
動
車
道
／
電
線
類
地
中
化

第
３
項　

そ
の
他
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
458

除
雪
行
政

第
４
節　

バ　

ス

第
１
項　

市
内
路
線
バ
ス
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
461

千
歳
の
バ
ス
事
業
の
始
ま
り
／
戦
後
の
バ
ス
復
興
／
千
歳
近
郊
の

路
線
拡
大
（
北
海
道
中
央
バ
ス
）
／
支
笏
湖
へ
の
バ
ス
路
線
（
苫

小
牧
市
営
バ
ス
・
支
笏
湖
観
光
バ
ス
）
／
市
内
バ
ス
の
運
行
（
千

歳
バ
ス
）
／
市
内
バ
ス
路
線
の
伸
長
／
千
歳
バ
ス
譲
渡
・
千
歳
相

互
観
光
バ
ス
㈱
／
千
歳
市
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
整
備
基
本
計
画
／

千
歳
駅
周
辺
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
／
乗
合
バ
ス
需
給
調

整
規
制
廃
止
／
循
環
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
「
ビ
ー
バ
ス
」
／

路
線
網
再
編
後
の
市
内
バ
ス
／
路
線
変
更
に
対
す
る
市
民
の
動
き

／
千
歳
市
地
域
公
共
交
通
会
議
／
東
千
歳
定
期
貸
切
バ
ス
／
お
さ

つ
ジ
ャ
ン
ボ
バ
ス
／
新
た
な
交
通
戦
略

第
２
項　

市
外
連
絡
バ
ス
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
475

北
海
道
中
央
バ
ス
㈱
／
北
都
交
通
㈱
／
道
南
バ
ス
㈱
／
夕
張
鉄
道

㈱
・
夕
鉄
バ
ス
／
あ
つ
ま
バ
ス
㈱
／
ニ
セ
コ
バ
ス
㈱

第
５
節　

ハ
イ
ヤ
ー
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

477

ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
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第
６
節　

交
通
一
般
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

479

市
内
自
動
車
登
録
台
数
・
特
徴
／
交
通
安
全
都
市
宣
言

第
７
節　

郵　

便
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

482

千
歳
郵
便
局
／
市
内
特
定
郵
便
局
・
簡
易
郵
便
局
／
千
歳
郵
便

局
・
郵
便
事
業
会
社
千
歳
支
店

第
８
節　

電
信
電
話
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

486

千
歳
電
報
電
話
局
・
千
歳
電
話
中
継
所
／
紋
別
岳
無
線
中
継
所
／

連
合
国
軍
基
地
内
・
千
歳
特
別
電
話
局
／
電
話
の
自
動
即
時
化
・

電
話
サ
ー
ビ
ス
／
市
内
局
番
「
２
ケ
タ
」
へ
移
行
／
電
話
加
入
状

況
／
公
衆
電
話
／
電
報
／
自
動
車
電
話
・
携
帯
電
話
／
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
と
地
域
情
報
の
発
信

第
９
節　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

第
１
項　

テ
レ
ビ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
494

テ
レ
ビ
放
送
と
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
／
市
内
の
テ
レ
ビ
普
及
と
街
頭
放

送

第
２
項　

ラ
ジ
オ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
495

戦
後
の
ラ
ジ
オ
放
送

第
10
節　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 
497

地
元
紙
の
変
遷
／
全
国
・
ブ
ロ
ッ
ク
紙
、
テ
レ
ビ
の
支
局
等
／
千

歳
市
政
記
者
ク
ラ
ブ

第
６
章　

ま
ち
づ
く
り

第
１
節　

公
営
住
宅

第
１
項　

海
軍
官
舎
の
転
用
と
町
営
住
宅
の
始
ま
り
……
…
…
…
…
…
…
… 

501

終
戦
に
伴
う
元
海
軍
官
舎
の
転
用
／
庶
民
住
宅
・
引
揚
者
住
宅
の

建
設
／
公
営
住
宅
法
の
施
行
と
町
営
住
宅
の
建
設

第
２
項　

市
営
住
宅
の
整
備
促
進
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
502

市
制
施
行
と
市
営
住
宅
の
建
設
／
市
営
住
宅
の
老
朽
化
対
策
と
住

宅
環
境
の
改
善
／
市
営
住
宅
建
替
事
業
の
本
格
化
／
公
共
賃
貸
住

宅
建
替
10
箇
年
戦
略
と
再
生
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
／
千
歳
市
公
営
住

宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
／
千
歳
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画

第
３
項　

公
営
住
宅
管
理
戸
数
と
居
住
人
員
の
推
移
……
…
…
…
…
…
…
…
507

第
２
節　

都
市
計
画

第
１
項　

用
途
地
域
指
定
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
508

昭
和
42
年
の
用
途
地
域
／
用
途
地
域
の
変
更

第
２
項　

市
街
化
区
域
の
推
移
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
509

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
／
昭
和
46
年
の
当
初
線
引
き
／

線
引
き
見
直
し

第
３
項　

泉
沢
向
陽
台
住
宅
地
の
開
発
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
512

泉
沢
開
発
の
経
緯
／
土
地
利
用
計
画
／
住
宅
地
命
名
／
住
宅
地
造

成
／
住
宅
地
分
譲

第
４
項　

開
発
行
為
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
519

開
発
行
為
制
度
／
住
宅
団
地
お
よ
び
工
業
団
地
の
開
発
行
為

第
５
項　

土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
移
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
520

千
歳
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
／
末
広
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業

／
末
広
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
／
東
郊
土
地
区
画
整
理
事
業
／

上
長
都
土
地
区
画
整
理
事
業
／
北
信
濃
土
地
区
画
整
理
事
業
／
蘭

越
土
地
区
画
整
理
事
業
／
祝
梅
土
地
区
画
整
理
事
業
／
末
広
第
三

土
地
区
画
整
理
事
業
／
根
志
越
土
地
区
画
整
理
事
業
／
稲
穂
土
地
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区
画
整
理
事
業
／
お
さ
つ
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
／
第
４
工
業

団
地
土
地
区
画
整
理
事
業
／
根
志
越
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
／

北
信
濃
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
／
北
陽
土
地
区
画
整
理
事
業
／

根
志
越
第
三
土
地
区
画
整
理
事
業
／
桜
木
３
丁
目
土
地
区
画
整
理

事
業
／
静
和
土
地
区
画
整
理
事
業
／
勇
舞
土
地
区
画
整
理
事
業
／

蘭
越
エ
コ
タ
ウ
ン
土
地
区
画
整
理
事
業
／
北
信
濃
第
三
土
地
区
画

整
理
事
業
／
お
さ
つ
駅
み
ど
り
台
土
地
区
画
整
理
事
業
／
勇
舞
第

二
土
地
区
画
整
理
事
業
／
北
陽
高
校
前
土
地
区
画
整
理
事
業
／
あ

ず
さ
土
地
区
画
整
理
事
業

第
６
項　

新
た
な
都
市
計
画
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
541

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
／
景
観
の
ま
ち
づ
く
り

第
３
節　

公　

園

第
１
項　

青
葉
公
園
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
543

青
葉
公
園
払
い
下
げ
・
整
備
／
緑
の
中
の
総
合
公
園
／
お
は
よ
う

橋

第
２
項　

緑
化
７
ヵ
年
計
画
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
546

第
３
項　

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と
地
下
駐
車
場
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
547

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
／
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
活
性
化
計
画

第
４
項　

保
全
樹
林
・
保
全
樹
木
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
549

第
５
項　

公
園
整
備
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
550

都
市
公
園
／
チ
ト
セ
小
公
園
／
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
／
千
歳
市
公

園
緑
化
協
会

第
４
節　

土
地
開
発
公
社

第
１
項　

土
地
開
発
公
社
の
発
足
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
552

公
社
設
立
ま
で
の
変
遷
／
公
社
の
業
務
実
績
／
公
社
の
経
営
改
善

第
２
項　

土
地
開
発
公
社
の
解
散
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
554

公
社
の
解
散
／
公
社
の
果
た
し
た
役
割

第
７
章　

医
療
・
衛
生
・
環
境

第
１
節　

医　

療

第
１
項　

市
立
病
院
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
555

日
本
医
療
団
千
歳
病
院
／
道
立
千
歳
病
院
／
市
立
病
院
開
院
／
市

立
病
院
の
改
築

第
２
項　

市
民
病
院
の
開
院
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
560

病
院
増
改
築
の
検
討
か
ら
新
築
移
転
へ
／
基
本
構
想
と
基
本
計
画

／
新
築
に
向
け
た
課
題
／
病
院
建
設
推
進
本
部
の
設
置
／
新
病
院

建
設
地
の
決
定
／
救
急
特
例
病
床
の
増
床
／
診
療
科
の
新
設
と
新

規
導
入
シ
ス
テ
ム
・
医
療
機
器
／
新
病
院
の
設
計
お
よ
び
建
設
工

事
／
新
病
院
の
名
称
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
／
新
病
院
へ
の
移
転
／
旧
病

院
建
物
の
そ
の
後

第
３
項　

へ
き
地
診
療
所
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
568

支
笏
湖
診
療
所
／
泉
郷
診
療
所

第
４
項　

私
立
医
療
機
関
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
570

一
般
診
療
所
の
変
遷
／
私
立
病
院
／
歯
科
診
療
所

第
５
項　

医
師
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
574

千
歳
医
師
会
／
千
歳
歯
科
医
師
会
／
救
急
急
病
患
者
医
療
体
制
の

変
遷

第
６
項　

死
因
と
死
亡
率
の
推
移
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
579

第
２
節　

衛　

生

第
１
項　

国
保
と
医
療
費
助
成
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
580
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国
民
健
康
保
険
事
業
／
子
ど
も
・
老
人
等
医
療
費
助
成

第
２
項　

保　

健
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
584

千
歳
保
健
所
の
変
遷
／
幸
病
院
／
戦
中
戦
後
の
保
健
活
動
／
老
人

保
健
法
制
定
と
保
健
活
動
／
市
民
の
健
康
推
進
事
業
／
特
定
健
診

の
開
始
お
よ
び
健
診
体
制
の
再
構
築
／
は
ば
た
く
健
康
ち
と
せ
21

／
感
染
症
の
発
生
と
対
応
／
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ

＼

Ｈ
１

Ｎ
１
）

第
３
項　

葬　

祭
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
594

墓
地
／
合
葬
墓
の
整
備
／
火
葬
場
／
葬
儀
場

第
３
節　

環　

境

第
１
項　

千
歳
町
清
掃
条
例
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
599

第
２
項　

し
尿
処
理
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
600

し
尿
収
集
／
し
尿
処
理
施
設

第
３
項　

廃
棄
物
処
理
計
画
と
塵
芥
収
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
601

塵
芥
計
画
収
集
／
千
歳
市
廃
棄
物
の
処
理
等
に
関
す
る
条
例
／
千

歳
市
廃
棄
物
処
理
計
画
の
基
本
構
想
／
ご
み
の
分
別
収
集
／
市
指

定
ご
み
袋
の
導
入
と
有
料
化
／
家
庭
ご
み
の
有
料
化
／
ご
み
収
集

の
民
間
委
託
／
大
型
ご
み
の
戸
別
収
集
と
有
料
化

第
４
項　

廃
棄
物
処
理
施
設
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
609

市
営
蘭
越
焼
却
場
／
千
歳
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
末
広
）
／
環
境
セ

ン
タ
ー
の
整
備

第
５
項　

廃
棄
物
の
再
資
源
化
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
614

財
団
法
人
千
歳
市
環
境
保
全
公
社
／
ち
と
せ
環
境
と
緑
の
財
団
設

立
／
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
／
新
た
な
集
団
資
源
回
収
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行

第
６
項　

こ
れ
か
ら
の
廃
棄
物
処
理
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
618

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
の
設
立
（
廃
棄
物
の
共
同
処
理
）

第
７
項　

航
空
機
騒
音
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
619

騒
音
被
害
と
対
策
運
動
／
フ
ァ
ン
ト
ム
配
備
と
滑
走
路
の
南
方
移

動
／
学
校
等
の
騒
音
対
策
／
集
団
移
転
と
防
音
工
事
／
深
夜
早
朝

民
航
機
騒
音
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
減
免
／
共
同
受
信
施
設
の
設
置

第
８
項　

大　

気
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
626

大
気
汚
染
／
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

第
９
項　

水　

質
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
628

河
川
・
湖
沼
の
水
質
／
水
質
保
全
と
ゴ
ル
フ
場
開
発
問
題
（
蘭
越
）

／
水
資
源
保
全
地
域
指
定

第
10
項　

自
然
環
境
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
635

緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
／
自
然
環
境
保
全
地
区
指
定

第
８
章　

社
会
福
祉

第
１
節　

福
祉
施
策

第
１
項　

福
祉
の
諸
相
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
639

戦
後
の
福
祉
（
引
揚
者
）
の
状
況
／
民
生
委
員
・
児
童
委
員
／
社

会
福
祉
協
議
会
／
福
祉
団
体
／
地
域
福
祉
計
画
／
千
歳
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

第
２
節　

生
活
保
護
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
648

低
所
得
者
等
要
保
護
対
策
／
生
活
保
護
受
給
者
の
推
移

第
３
節　

児
童
福
祉

第
１
項　

児
童
福
祉
施
設
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
651

児
童
福
祉
の
概
要
／
市
立
保
育
所
／
季
節
保
育
所
・
へ
き
地
保
育
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所
／
保
育
所
の
民
営
化
／
私
設
保
育
園
／
家
庭
内
保
育
室
／
夜
間

保
育
所
／
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

第
２
項　

子
育
て
支
援
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
662

子
育
て
支
援
計
画
と
支
援
事
業
計
画
／
児
童
館
・
学
童
ク
ラ
ブ
の

開
設
／
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
／

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
／
子
育
て
す
る
な
ら
千
歳

市

第
４
節　

高
齢
者
福
祉

第
１
項　

概
要
と
施
策
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
668

高
齢
者
福
祉
の
概
要
／
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画

第
２
項　

高
齢
者
施
設
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
671

養
護
老
人
ホ
ー
ム
千
寿
園
／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
暢
寿
園
／
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
や
ま
と
の
里
」

第
３
項　

在
宅
福
祉
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
674

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
事
業
な
ど
初
期
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
／
在

宅
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と
す
」・
祝
梅
在
宅
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
祝
梅
ほ
っ
と
す
」
／
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
／
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
／
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
／
敬
老
年
金
／
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
／
千
歳
市
し
あ
わ
せ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

第
５
節　

障
が
い
者
福
祉

第
１
項　

概
要
と
施
策
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
679

障
が
い
者
福
祉
の
概
要
／
千
歳
市
障
害
者
計
画
・
千
歳
市
障
害
者

福
祉
計
画
／
身
体
障
が
い
者
施
策
／
こ
ど
も
療
育
の
施
策

第
２
項　

障
が
い
者
福
祉
の
諸
相
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
685

福
祉
の
店
「
る
ぴ
な
す
」
／
障
が
い
者
施
策
の
概
要
／
千
歳
市
障

が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（Chip

）
開
設
／
民
間
社
会
福
祉
事

業

第
９
章　

治
安
・
災
害

第
１
節　

警　

察

第
１
項　

組
織
の
変
遷
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
692

敗
戦
時
の
千
歳
の
警
察
／
警
察
法
の
制
定
／
自
治
体
警
察
千
歳
町

警
察
署
／
警
察
法
の
一
部
改
正
／
国
警
千
歳
地
区
警
察
署
と
道
警

千
歳
警
察
署
／
千
歳
警
察
署
空
港
警
備
派
出
所
、
交
番
、
駐
在
所

／
北
海
道
警
察
総
合
訓
練
場
（
柏
台
）

第
２
項　

事
件
・
事
故
・
警
備
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
699

刑
法
犯
罪
発
生
の
推
移
／
交
通
事
故
の
推
移
／
道
央
自
動
車
道

１
８
６
台
多
重
衝
突
事
故
／
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
警
備

第
２
節　

矯
正
教
育
施
設
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
705

北
海
少
年
院
／
千
歳
少
年
院
／
紫
明
女
子
学
院

第
３
節　

海
上
保
安
庁

第
１
項　

第
一
管
区
海
上
保
安
部
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
710

千
歳
航
空
基
地

第
４
節　

消　

防

第
１
項　

消
防
組
織
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
712

終
戦
後
の
消
防
体
制
／
消
防
出
張
所
／
消
防
団
／
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
な
ど
の
消
防
協
力
団
体
／
消
防
装
備
の
充
実
／
救
急
対
応
／
消

防
広
域
化
／
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
共
同
整
備

第
２
項　

火　

災
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
721
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火
災
発
生
件
数
の
推
移
／
２
度
の
千
歳
駅
焼
失
／
市
街
地
に
お
け

る
３
度
の
大
火
／
第
一
清
和
寮
の
全
焼
／
航
空
機
用
燃
料
タ
ン
ク

爆
発

第
５
節　

災　

害

第
１
項　

風
雪
水
害
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
726

千
歳
の
気
候
と
地
形
的
特
徴
／
昭
和
25
年
８
月
の
千
歳
川
流
域
大

雨
水
害
／
昭
和
29
年
台
風
15
号
（
洞
爺
丸
台
風
）
／
昭
和
30
年
７

月
の
局
地
的
豪
雨
／
昭
和
37
年
８
月
台
風
９
号
・
10
号
／
昭
和
40

年
９
月
台
風
23
号
・
24
号
／
昭
和
50
年
８
月
前
線
と
台
風
６
号
／

昭
和
56
年
８
月
寒
冷
前
線
と
台
風
12
号
・
15
号
／
昭
和
62
年
８
月

大
雨
・
台
風
12
号
／
平
成
16
年
台
風
18
号
の
強
風
／
平
成
20
年
２

月
暴
風
雪
／
平
成
26
年
９
月
大
雨
特
別
警
報

第
２
項　

地
震
・
火
山
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
737

十
勝
沖
地
震
／
北
海
道
南
西
沖
地
震
／
東
日
本
大
震
災

第
３
項　

防　

災
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
740

千
歳
の
防
災
・
減
災
体
制
の
確
立
／
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
／

災
害
協
定
／
活
断
層
（
石
狩
低
地
東
縁
断
層
帯
）
／
活
火
山
／
原

子
力
災
害
時
の
避
難
者
受
け
入
れ
／
千
歳
川
放
水
路
計
画
／
千
歳

川
流
域
の
治
水
対
策
／
千
歳
川
上
流
地
区
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
／
自
主
防
災
組
織
／
防
災
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
「
そ
な
え
ー
る
」

／
特
殊
地
下
壕
等
（
防
空
砲
台
、
航
空
隊
地
下
施
設
）
の
戦
後
処

理
／
北
千
歳
駐
屯
地
急
傾
斜
地
対
策
の
推
進

第
10
章　

労　

働

第
１
節　

進
駐
軍
・
駐
留
軍
要
員

第
１
項　

要
員
と
労
務
管
理
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
761

米
軍
基
地
要
員
／
渉
外
労
務
管
理
機
関
の
変
遷
／
全
駐
労
と
ス
ト

ラ
イ
キ
／
ク
マ
基
地
閉
鎖
と
離
職
者

第
２
節　

労
働
の
諸
相
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
772

千
歳
公
共
職
業
安
定
所
／
千
歳
職
業
技
術
専
門
校
／
ス
ト
権
奪
還

闘
争
／
労
働
力
人
口
／
雇
用
状
況
／
高
等
学
校
全
日
制
卒
業
者
の

就
職
状
況
／
労
働
組
合
と
組
合
員
数
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

第
11
章　

教
育
・
文
化
財

第
１
節　

教
育
委
員
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
782

教
育
委
員
会
・
教
育
委
員
の
公
選
／
任
命
制
教
育
委
員
会
へ
の
転

換
／
改
正
地
方
教
育
行
政
法

第
２
節　

学
校
教
育

第
１
項　

小
中
学
校
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
786

終
戦
時
の
教
育
事
情
と
体
制
／
新
学
制
の
発
足
／
千
歳
の
発
展
と

小
中
学
校
の
新
設
・
統
廃
合
／
各
小
中
学
校
の
沿
革
／
特
殊
学
級

（
特
別
支
援
学
級
）
の
設
置
と
変
遷
／
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

心
の
教
室
／
適
応
指
導
教
室
「
お
あ
し
す
」

第
２
項　

学
校
教
育
の
諸
相
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
818

奨
学
資
金
／
石
狩
管
内
初
の
自
校
式
学
校
給
食
／
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
／
学
校
評
議
員
の
配
置
／
ゆ
と
り
教
育
・
総
合
的
な
学
習
の

時
間
／
千
歳
市
の
教
育
を
考
え
る
市
民
会
議
／
英
語
指
導
助
手（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
／
学
習
支
援
員
の
配
置
／
千
歳
科
学
技
術
大
学
と
の
連
携
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第
３
項　

高
等
学
校
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
828

北
海
道
千
歳
高
等
学
校
／
北
海
道
千
歳
北
陽
高
等
学
校
／
北
海
道

千
歳
高
等
支
援
学
校

第
４
項　

千
歳
科
学
技
術
大
学
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
837

大
学
誘
致
運
動
の
経
緯
／
公
設
民
営
大
学
の
方
針
／
大
学
設
立
準

備
財
団
の
設
立
／
学
校
法
人
設
立
と
大
学
設
置
／
千
歳
科
学
技
術

大
学
の
開
学
／
ホ
ト
ニ
ク
ス
バ
レ
ー
構
想
／
大
学
院
の
開
設
／
大

学
改
革
の
取
組

第
５
項　

専
門
学
校
・
各
種
学
校
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
841

日
本
航
空
専
門
学
校
／
北
海
道
千
歳
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

／
千
歳
医
師
会
看
護
高
等
専
修
学
校
／
北
海
道
電
子
計
算
機
学
校

／
そ
の
他
の
各
種
学
校
等

第
６
項　

幼
稚
園
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
846

第
３
節　

社
会
教
育

第
１
項　

戦
後
初
期
の
社
会
教
育
と
青
年
組
織
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
848

社
会
教
育
委
員
／
青
年
組
織

第
２
項　

戦
後
初
期
の
女
性
団
体
と
そ
の
後
の
活
動
……
…
…
…
…
…
…
…
850

千
歳
市
女
性
団
体
協
議
会
と
愛
の
鐘
／
千
歳
市
女
性
会
議

第
３
項　

社
会
教
育
の
計
画
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
852

社
会
教
育
長
期
計
画
／
千
歳
市
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画

ひ
と
・
ま
ち
魅
力
プ
ラ
ン
／
千
歳
市
生
涯
学
習
基
本
計
画
ち
と
せ

学
び
愛
プ
ラ
ン

第
４
項　

生
涯
学
習
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
854

若
返
り
学
園
・
高
星
大
学
／
マ
マ
さ
ん
教
室
／
千
歳
学
出
前
講
座

第
５
項　

青
少
年
の
育
成
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
856

千
歳
青
少
年
教
育
財
団
の
活
動
／
青
少
年
健
全
育
成
都
市
宣
言
／

千
歳
市
青
少
年
の
指
標
／
千
歳
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
／
千
歳

市
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
／
千
歳
市
青
少
年
会
館
／
青
年
の
家
支

笏
湖
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
／
支
笏
湖
勤
労
青
少
年
フ
レ
ン
ド
シ

ッ
プ
セ
ン
タ
ー

第
６
項　

社
会
教
育
関
係
団
体
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
861

第
７
項　

文
化
活
動
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
862

市
民
会
館
の
建
設
／
文
化
活
動
の
発
表
／
文
化
団
体

第
８
項　

社
会
教
育
施
設
の
設
置
と
運
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
864

千
歳
市
立
図
書
館
／
公
民
館
／
千
歳
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
／
千
歳

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
４
節　

文
化
財

第
１
項　

国
指
定
文
化
財
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
870

史
跡
／
天
然
記
念
物
／
重
要
文
化
財
／
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

第
２
項　

市
指
定
文
化
財
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
873

史
跡
／
有
形
文
化
財
／
無
形
文
化
財

第
３
項　

世
界
文
化
遺
産
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
877

北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群

第
５
節　

ス
ポ
ー
ツ

第
１
項　

体
育
協
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
879

体
育
協
会
の
変
遷

第
２
項　

ス
ポ
ー
ツ
の
諸
相
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
880

ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
／
第
44
回
国
民
体
育
大
会
野
球
大
会
／
支
笏

湖
ス
キ
ー
場
／
支
笏
湖
畔
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
／
国
設
モ
ー
ラ
ッ
プ

山
ス
キ
ー
場
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第
３
項　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
886

千
歳
Ｊ
Ａ
Ｌ
国
際
マ
ラ
ソ
ン
大
会
／
ホ
ル
メ
ン
コ
ー
レ
ン
マ
ー
チ

第
４
項　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
と
運
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
888

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー
ナ
）
／
開
基
記
念

総
合
武
道
館
／
温
水
プ
ー
ル
／
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
（
青
葉
公
園

内
）
／
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
（
青
葉
公
園
以
外
）
／
学
校
開
放

第
５
項　

娯
楽
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
894

ゴ
ル
フ
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
／
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
／
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
／
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

第
12
章　

市
民
の
暮
ら
し

第
１
節　

自
治
会
・
町
内
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
899

住
民
組
織
と
町
内
会
／
町
内
会
館
の
建
設
／
町
内
会
連
絡
協
議
会

の
誕
生
と
市
町
連

第
２
節　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

第
１
項　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
905

自
治
省
モ
デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
区
指
定
・
北
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
開
設
／
各
地
域
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
設

第
２
項　

集
会
施
設
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
908

東
雲
会
館
／
末
広
会
館
／
支
笏
湖
市
民
セ
ン
タ
ー
／
農
民
研
修
セ

ン
タ
ー
／
労
働
会
館

第
３
節　

市
民
活
動
と
市
民
協
働
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
912

功
労
者
表
彰
・
市
民
栄
誉
賞
／
技
能
功
労
者
表
彰
／
市
民
文
化

賞
・
市
民
文
化
奨
励
賞
／
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
／
市

民
憲
章
／
市
の
シ
ン
ボ
ル
／
千
歳
川
ま
つ
り
／
生
涯
学
習
の
ま
ち

づ
く
り
・
ふ
る
さ
と
ポ
ケ
ッ
ト
／
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ミ

ナ
ク
ー
ル
」
／
市
民
協
働

第
４
節　

市
民
の
楽
し
み

第
１
項　

お
祭
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
925

神
社
祭
／
市
民
の
祭
り
／
盆
踊
り
／
花
火
大
会

第
２
項　

娯
楽
施
設
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
928

映
画
館
／
銭
湯
・
ス
ー
パ
ー
銭
湯

第
５
節　

宗　

教

第
１
項　

神
道
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
932

第
２
項　

仏
教
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
933

第
３
項　

キ
リ
ス
ト
教
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
933

第
４
項　

天
理
教
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
934

第
５
項　

諸
教
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
934

第
13
章　

公
営
企
業

第
１
節　

水　

道

第
１
項　

春
日
浄
水
場
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
936

終
戦
時
の
水
道
状
況
／
春
日
浄
水
場
か
ら
の
給
水
／
水
道
事
業
の

創
設
認
可
申
請
／
水
利
権
の
許
可
申
請

第
２
項　

蘭
越
浄
水
場
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
941

蘭
越
浄
水
場
か
ら
の
給
水
と
事
業
認
可
の
遍
歴
／
水
源
地
汚
染
／

駐
屯
地
・
基
地
へ
の
分
水
／
向
陽
台
地
区
へ
の
通
水
／
東
千
歳
地

区
へ
の
通
水
／
名
水
百
選
（
名
水
ふ
れ
あ
い
公
園
・
名
水
シ
ン
ポ
）

第
３
項　

湖
畔
簡
易
水
道
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
949

湖
畔
地
区
簡
易
水
道
の
推
移
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第
４
項　

石
狩
東
部
広
域
水
道
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
950

将
来
の
水
需
要
の
増
大
と
広
域
水
道
構
想
／
石
狩
東
部
広
域
水
道

企
業
団
か
ら
の
受
水
／
千
歳
川
か
ら
の
取
水
開
始
と
地
下
水
の
活

用
／
道
央
都
市
用
水
期
成
会
／
石
狩
東
部
広
域
水
道
企
業
団　

千

歳
川
浄
水
場
か
ら
の
受
水

第
５
項　

水
道
事
業
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
955

水
道
料
金
の
変
遷
／
水
道
局
庁
舎
の
変
遷
／
水
道
局
料
金
セ
ン
タ

ー
の
開
設
／
水
道
事
業
の
経
営
健
全
化

第
２
節　

ガ　

ス

第
１
項　

ガ
ス
工
場
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
961

市
営
ガ
ス
事
業
の
開
始
／
コ
ー
ク
ス
の
販
売
／
石
炭
か
ら
ナ
フ
サ

へ
の
転
換
／
ガ
ス
工
場
移
転
／
ガ
ス
発
生
設
備

第
２
項　

簡
易
ガ
ス
事
業
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
965

落
下
傘
方
式
に
よ
る
供
給
／
泉
沢
向
陽
台
団
地
簡
易
ガ
ス
事
業
／

新
千
歳
空
港
簡
易
ガ
ス
事
業

第
３
項　

ガ
ス
事
業
の
推
移
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
966

需
要
家
の
開
拓
／
ガ
ス
料
金
の
変
遷
／
導
管
の
変
遷
／
保
安
対
策

第
４
項　

ガ
ス
事
業
譲
渡
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
969

北
ガ
ス
へ
の
事
業
譲
渡
／
都
市
ガ
ス
～
天
然
ガ
ス
化
完
了

第
３
節　

下
水
道

第
１
項　

下
水
創
設
計
画
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
973

第
２
項　

公
共
下
水
道
当
初
認
可
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
973

第
３
項　

変
更
認
可
と
下
水
道
整
備
区
域
の
拡
大
……
…
…
…
…
…
…
…
…
974

第
１
回
変
更
認
可
（
Ｓ
44
・
７
・
26
）
／
新
都
市
計
画
法
の
施
行

に
伴
う
拡
張
／
下
水
終
末
処
理
場
の
整
備
と
水
洗
化
／
支
笏
湖
地

区
の
下
水
道
整
備
／
市
街
地
の
下
水
道
整
備
拡
張
／
農
村
部
の
下

水
道
整
備
事
業
／
昭
和
56
年
８
月
洪
水
被
害

第
４
節　

公
営
企
業
会
計

第
１
項　

公
営
企
業
会
計
の
変
遷
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
980

公
営
企
業
会
計
の
種
別
／
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事
業
／
水
道（
上

水
道
）
事
業
会
計
の
変
遷
／
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
変
遷
／
ガ
ス

事
業
会
計
の
変
遷
／
下
水
道
事
業
会
計
の
変
遷
／
支
笏
湖
畔
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
会
計
の
変
遷

第
14
章　

米
軍
・
自
衛
隊

第
１
節　

米
軍
占
領

第
１
項　

米
軍
千
歳
基
地
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
989

米
軍
千
歳
占
領
（
朝
鮮
戦
争
ま
で
）
／
飛
行
場
の
良
好
な
維
持
／

朝
鮮
動
乱
（
戦
争
）
／
在
千
陸
軍
駐
屯
部
隊
／
在
千
空
軍
部
隊
／

支
笏
湖
水
上
訓
練
場

第
２
項　

米
兵
と
混
乱
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1003

米
兵
と
風
紀
の
乱
れ
・
特
殊
貸
間
条
例
／
子
ど
も
た
ち
の
見
た
チ

ト
セ
／
米
兵
の
拠
金
に
よ
る
千
歳
栄
光
教
会
建
設

第
２
節　

米
軍
駐
留

第
１
項　

ク
マ
基
地
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1019

第
12
保
安
野
戦
部
隊
／
Ｏ
Ｔ
Ｈ
レ
ー
ダ
ー
／
米
軍
基
地
完
全
閉
鎖

／
米
兵
の
慈
善
と
交
流

第
３
節　

自
衛
隊
の
来
駐

第
１
項　

日
本
の
再
軍
備
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1025

警
察
予
備
隊
の
発
足
／
保
安
隊
へ
の
改
組
／
保
安
隊
千
歳
駐
屯
地
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（
現
・
北
千
歳
駐
屯
地
）
開
庁
／
調
達
事
務
所
（
防
衛
施
設
事
務
所
）

の
開
設

第
２
項　

部
隊
編
成
の
確
立
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1030

第
１
特
科
団
の
来
駐
／
第
11
普
通
科
連
隊
の
来
駐
／
陸
上
自
衛
隊

東
千
歳
駐
屯
地
開
庁
／
第
１
特
科
団
北
千
歳
駐
屯
地
移
駐
／
第
７

混
成
団
改
編
・
第
７
師
団
創
設
／
第
３
高
射
群
の
新
編
／
第
１
高

射
特
科
団
編
成
／
戦
車
道
路
／
特
科
団
北
千
歳
飛
行
場
／
航
空
自

衛
隊
第
２
航
空
団
移
駐
と
千
歳
基
地
開
庁
／
東
側
滑
走
路
新
設
／

超
音
速
戦
闘
機
の
時
代
／
Ｆ

－

４
Ｅ
Ｊ
配
備
と
滑
走
路
南
方
移
動

／
Ｆ

－

15
Ｊ
配
備
／
千
歳
管
制
隊
（
航
空
支
援
集
団
航
空
保
安
管

制
群
）
／
千
歳
救
難
隊
（
航
空
総
隊
航
空
救
難
団
）
／
特
別
航
空

輸
送
隊
（
航
空
支
援
集
団
特
別
航
空
輸
送
隊
）

第
４
節　

自
衛
隊
の
拡
充

第
１
項　

近
年
の
動
き
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1056

災
害
派
遣
／
海
外
派
遣
／
陸
上
自
衛
隊
の
援
農
と
部
外
協
力
／
隊

区
担
当
部
隊
・
第
11
普
通
科
連
隊
／
在
日
米
軍
再
編
に
伴
う
訓
練

移
転
／
防
衛
計
画
の
大
綱
と
自
衛
隊
体
制
維
持
運
動

第
２
項　

千
歳
の
所
在
部
隊
史
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1064

陸
上
自
衛
隊
第
７
師
団
／
陸
上
自
衛
隊
第
１
特
科
団
／
陸
上
自
衛

隊
第
１
高
射
特
科
団
／
そ
の
他
、
陸
上
自
衛
隊
の
特
徴
的
な
部
隊

／
航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地
／
防
衛
省
技
術
研
究
本
部
札
幌
試
験
場

第
15
章　

ア
イ
ヌ
民
族

第
１
節　

社
会
的
環
境

第
１
項　

民
族
的
活
動
の
変
遷
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1072

北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
千
歳
支
部
等
の
活
動
概
要
／
少
数
民
族
・
先

住
民
族
問
題
／
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
／
蘭
越
生
活
館

第
２
節　

文
化
の
継
承
と
普
及

第
１
項　

文
化
の
保
存
と
伝
承
・
普
及
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1077

千
歳
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
保
存
会
／
ア
イ
ヌ
文
化
の
復
活
／
千
歳
ア

イ
ヌ
語
教
室
／
美
笛
の
シ
ラ
ッ
チ
セ
の
カ
ム
イ
ホ
プ
ニ
レ
／
千
歳

の
ア
イ
ヌ
文
化
に
関
わ
る
出
版
活
動
／
伝
承
者
と
そ
の
業
績

第
２
項　

市
民
と
ア
イ
ヌ
文
化
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1090

市
民
が
演
じ
た
野
外
劇
「
い
の
ち
宿
る
水
」
／
チ
セ
の
あ
る
小
学

校

第
16
章　

姉
妹
都
市
交
流
・
国
際
会
議

第
１
節　

姉
妹
都
市

第
１
項　

ア
ン
カ
レ
ジ
市
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1094

姉
妹
都
市
提
携
の
経
緯
／
姉
妹
都
市
提
携
盟
約
書
調
印
／
姉
妹
都

市
交
流

第
２
項　

指
宿
市
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1097

姉
妹
都
市
提
携
の
経
緯
／
姉
妹
都
市
交
流

第
２
節　

友
好
親
善
都
市
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
1099

ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
コ
ン
グ
ス
ベ
ル
グ
市
と
の
交
流
／
中
華
人
民
共

和
国
吉
林
省
長
春
市
と
の
交
流

第
３
節　

そ
の
他
の
交
流
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
1101

千
歳
市
立
桜
木
小
学
校
と
サ
イ
パ
ン
島
ガ
ラ
パ
ン
小
学
校
／
千
歳

高
等
学
校
と
大
韓
民
国
空
港
高
等
学
校
／
千
歳
観
光
連
盟
と
大
韓

民
国
済
州
特
別
自
治
道
観
光
協
会
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第
４
節　

国
際
会
議
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
1102

国
際
連
合
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
経
済
協
力
千
歳
会
議
／
国
際
会
議
の

開
催
状
況
／
千
歳
科
学
技
術
大
学
で
の
国
際
会
議

第
７
編　
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